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北海道高等学校ＰＴＡ連合会「高校生と語るつどい」事業  

実 施 報 告 書 

 

令和 ６ 年 ９ 月 ２５ 日 

 

  北海道高等学校ＰＴＡ連合会 会長 様 

 

                                   北海道高等学校ＰＴＡ連合会 根室 支部 

                                              支部長  西 垣   努 

                     （当番校名 北海道中標津高等学校 ） 

 

 本事業が、令和 ６ 年 ９ 月 １ 日完了したので、次のとおり関係書類を添えて報告

します。 

記 

１ 事業実施概要 

 (1)  期 日     令和 ６ 年 ９ 月 １ 日（日曜日）  １０時００分から 

                    令和 ６ 年 ９ 月 １ 日（日曜日）  １２時１０分まで 

 (2)  会 場     北海道中標津高等学校視聴覚教室 

 (3)  実施形態     

      ・ ワールドカフェ方式   ・従来方式 

 (4)  参加者等 

    ア 参加学校         ５校 

         （校名：根室、別海、標津、中標津農業、中標津） 

  イ 参加者総数         名 

 生徒数  引率数 保護者数 運営者数  その他 合 計 

１３ 名 ５ 名 ８ 名 6  名 １ 名 ３３名 

 (5)  事業内容 

  ア  事業の概要 

    ワールドカフェ方式による高校生と保護者、教員による自由な対話によりコミ

ュニケーション能力や社会人としての資質を高める。 

  イ  講師 

    ファシリテーター 馬場航平 氏 

    ウ  テーマ 

    「若者が地域にもどってくるような教育づくり」 

２ 事業実施による成果 

   参加者から、「参加してよかった」「高校生の本音を聞くことができた」との感

想があり、目的を十分に達成することができた。 

３ 今後の課題等 

   より多くの参加を得るために、開催時期や時間を検討する必要がある。 

       

 ＜記入上の留意事項＞ 

 １ 「１(５) 内容」には、活動の内容を具体的に記載すること。 

 ２ 「２ 事業実施による成果」には、当該事業により生徒・保護者・学校・地域・

家庭等への期待される効果等について、詳細に記載すること。 

  ３ 「３ 今後の課題等」には、来年度以降の実施にあたり、検討すべき課題等があ

れば具体的に記載すること。 

  ４ 本報告書には、開催要項・参加者名簿・写真等を添付すること。 


